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論 文 内 容 の 要 旨 
 キツネノボタン Ranunculus ilerifolius （キンポウゲ科）は自家受精し、種内に染色体多型現象が見られ、
各染色体型は不完全な生殖的隔離を示す。本研究では本種に見られる染色体多型と、種分化との関連を明らか
にするために、①各染色体型間の遺伝子交流の程度、また②各染色体型間、集団間での遺伝的分化の程度を、
酵素多型とISSR（Inter‐simple sequence repeat）多型を用いて解析した。 
 染色体型のうち松山型と小樽型の混生集団（MIX集団）で、個体の空間分布図、各個体の染色体型、酵素多型
を調べた。Mdh-3 遺伝子座の解析結果から両型はまれにFl雑種を形成するものの遺伝子交流は起こっていなかっ
た。この集団に隣接し松山型、または小樽型個体のみからなる集団（それぞれMAT集団、OTA集団）と比較した
ところ、MAT集団とMIX集団の松山型個体群（SUM亜集団）と、OTA集団とMIX集団の小樽型個体群（SUO亜集団）
との間では遺伝子交流があるが、MAT集団とSUO亜集団との間、そしてOTA集団とSUM亜集団との間にはほとんど
遺伝子交流のないことが分かった。MIX集団の個体間の遺伝距離を計算すると、松山型個体と小樽型個体はそれ
ぞれ別のクレードを形成し、両型の雑種はその中間的な位置にあった。これらの結果から、染色体型間での遺
伝子交流はほとんどないと結論付けた。 
 近畿地方以西の95集団において、それぞれの染色体型を決定し、遺伝的変異を調べた結果、全ての遺伝的変
異の58％は集団間変異に偏在していた。また、F値が有意に大きく、集団の異型接合体頻度が非常に低かった。
そして各集団間の地理的距離と遺伝距離とが全く相関しなかった。各集団間の遺伝距離（D）は平均0.129と大
きく、集団間の遺伝的分化が大きかった。これらは本種が主に自家受精を行っているためである。しかし、染
色体型間の遺伝距離は非常に小さかった（D ＝0.008）。これは核型変異によって各染色体型が出現してから、
各染色体型内で遺伝的変異が蓄積され、特有の遺伝的組成を形成するのに十分な時間が経過していないためと
考えられる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 キツネノボタンは松山型、牟岐型、小樽型、唐準型の4型の染色体多型を示す。各染色体型間の人為交配は容
易だが、自然状態では染色体型間雑種はほとんど見られない。染色体型間雑種は稔性低下を起こすので、染色
体型間に生殖的隔離が働いていると考えられている。これらのことはキツネノボタンが現在は形態的には区別
できないが、各染色体型はそれぞれ別の種に分化していく途中の段階にあることを推測させる。そこで本研究
では 1）酵素多型を用いて、2）染色体型間で遺伝的交流がどの程度あるのか、3）各染色体型の遺伝的分化の
度合い、各染色体型の集団内、集団間の遺伝的多様性を明らかにすることを試みた。主に西日本各地より28集
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団、761個体採集し、それぞれ染色体を観察し、どの染色体型であるかを決定した。遺伝的変異を解析するため
に９酵素系13遺伝子座を電気泳動法で解析し、そのうち11遺伝子座で多型を検出し、遺伝的変異の解析に用い
た。 
 1）大阪府三島郡島本町の混生集団で、染色体型間での遺伝的交流の度合いを解析したところ、松山型と小樽
型の各個体は近接して生育しているにもかかわらず、互いに遺伝的交流はほとんど起こっていないことがわ
かった。この結果はこの集団の両染色体型間での生殖的隔離がほぼ完全であることを示している。2）集団によっ
て特有の対立遺伝子の検出される場合はあったが、各染色体型に特有の対立遺伝子は今までの解析では明確に
検出されなかった。3）各染色体型の遺伝的変異は他の自家受精を行っている種の平均よりやや低かった。また、
各染色体型の集団間の遺伝的交流はあまり起こっていなかった。この結果は各型で多少の違いはあるが一般的
な自家受精を行っている種と大体おなじかやや低いものである。各染色体型の集団内、集団間の遺伝的変異の
分布を調べたところ、遺伝的変異は集団内より集団間に多くが分布しており、集団間分化が進んでいることを
示唆した。これらの研究結果は植物進化適応学の発展に大きく寄与するもので，博士（理学）の学位を授与す 
るに値するものと審査した。 
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